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農産物のブランド構築システム
ーメロンを事例としたアプローチー
A System to build brand of agricultural product 
.Approaching by the case ofMelon ー
三原康司*
K吋iMIHARA
Recently it is a Japanese government policy of encouraging agricultu1'al p1'oduce1's to go into 
supplying, producing and distribution, called "8江thindustrialization of agricultu1'e" has been p1'oposed 
for produce1's to. For "8ixth industrialization of agricultureヘ a branding of the first p1'oduct is an 
important facto1'. The1'e have been various kinds of studies on b1'and so far. Howeve1', only a few 
studies demonstrate their brand building system fo1' agricultural products. This study aims to propose a 
b1'and building system of agricultural products by analyzing examples of the process of the previous 
studies on branding. Fi1'st, the brand building system is presented based on requirements of branding 
that were provided in preceding studies. This study is comparative analysis between the brand 
building system that author's study group supposed the rand building factor and the process that was 
identified from case studies of the agricultural product brand performs. Finally, the final model of brand 
building system of agricultural produce is proposed. 
Key words: Agricultu1'al products, 8ystem design, Bland building system 
1. はじめに
静岡理工科大学の所在地である静岡県袋井市には，メロ
ン，茶，米という 3 つの特産農産物がある . 筆者の研究室
では、これらの袋井市の特産農産物の加工販売を促進する
研究を行っている。 2011 年に公布された六次産業化 ・ 地
産地消法は、農林漁業の加工 ・ 販売への進出等を推進し，
農林漁業の振興等を図ることが目的であり1>、全国各地で
その取り組みが進んでいる。本研究は， 六次産業化推進の
ための農産物に関するマーケティング研究のうちの，ブラ
ンド構築システムに関する研究である .
前回研究では，メロンのブランド構築の要因に関しての
研究を行い，構築要因を明確化した丸本論文では前回研
究で明確化した要因とそのつながりを考察し，システム設
計理論を基に，農産物ブランドを構築するシステムを考察
する。
農産物の商品差別化 ・ ブランド化は六次産業化の課題の
ーっと考えられている 3)0 JA 伊達みらい農業協同組合で
は，桃のブランド化に成功し，小ぶりでも l 個 1 方向で
取引される商品を作りだすことに成功し心，地域プロモー
ション効果も大きく，農作物ブランドによって地名を売り
込み，観光事業などにその影響力を流用することもできて
いる九このように，農作物ブランドは関連する種々のビ
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ジネスに波及的な影響を与え，六次産業化研究では重要な
テーマとなっている。
本研究では，先行研究によって明らかとなってきたブラ
ンド化の要素をシステム設計理論の基で考察し，理論的ブ
ランド構築システムを提案する。 次に，代表的なブランド
農産物であり，果物の中でもそのプランドがマーケティン
グに大きく影響しているメロンのブランド化の過程を調
査 ・ 分析する。 日本には，夕張メロン，アンデスメロン，
アーノレスメロン，クラウンメロン，などのブランドメロン
がある。そして，それらのメロンの特徴とマーケティング
活動がブランド構築に影響している . 本研究室では，メロ
ンに関するマーケティング・ミ ックスとブランドに関する
調査研究を行い，メロンのブランド化要因を明らかとした
2)。本研究では，その結果を理論的ブランド構築システム
にフィード、パックし，実践的なブランド構築システムを提
案することを目的とする。
2. 研究方法
まず，ブランド研究で広く認められている理論の基で，
ブランド化の要件とそのための活動概要をシステム設計
理論の基で考察し，プランド構築システムのモデノレを仮定
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する。次に，実際にブランド化が行われた事例の調査研究
結果をレビューする。実際のフランド化の調査は，代表的
なブランド農産物であり，果物の中でもそのブランドがマ
ーケティングに大きく影響しているメロンを対象とした。
知名度の高い高級メロンとして『夕張メロンJ，一般的に
多く食されている普及メロンとして fアンデスメロンJ ，
生産者は知名度が高いと思っている高級メロンとして 「ク
ラウンメロンJ の 3 つのメ ロンに対して，調査 ・ 分析を行
いった。 これらの調査により明らかとなったマーケティン
グ活動とブランド化活動から，ブランド化要因を明らかと
し ， その結果を理論的ブラン ド、構築システムモデルにフィ
ードパックすることにより，実践で活用できるブラン ド構
築システムモデルを提案する。
3. システム設計理論
システム理論は，一般システム理論としてベルタランフ
ィ ω が示して以来，多くの関連研究がある。 一般システ
ムを分類すると，大きく 2つに分類することができ九一
つは，人聞が設計できないシステムであり，もう一つは人
間によ って設計することができるシステムである。主審者は，
製品 ・ サーどス，マーケティング活動， ビ、ジネスモテゃル，
などをシステムと捉えて，その設計理論にアプローチして
いる。そして，マーケティング・システムは人々が設計し，
構築していく活動であり，システム理論の中でもシステム
設計理論を用いてアプローチすべき対象である。
先行研究によって，いくつかのシステム設計理論が示さ
れている 8) 9) が ， マーケティング活動やビ‘ジネスモデ、ル
設計に活用するのに最も適したシステム設計理論は，ワー
クデザイン法であるといえる。
ワークデザイン法では， 5 つのシステム設計要素とそれ
らと手JI債を示すホッパー図を用いてシステムを設計して
いく。システム設計要素は，機能， アウ ト プット，インプ
ット，キャタリス ト，環境の 5 つである。
機能は，そのシステムが果たす働き，
アウトプットは，機能が働いた結果産出されるそノやコ
ト ，
インプットは，アウ ト プッ ト として得たい産出物を得る
ために必要な投入されるモノやコ ト ，
キャタ リ ストは，機能を働かせるために必要な， モノや
コトや人，
環境は， そのシステムが置かれている状況や制約条件な
どをさす 10) 。
ホッパー図は，図 1 のように示され， 5 つのシステム設
計要素を記入し，この図を基に実際のシステムを設計して
いく。
この時，機能は， rOOを xxするJ という文章で示さ
れる。また，キャタリストは， インプットをアウトプット
に変換する手順のなかで，変換を促進する人やモノや情報
である。
後能 : fOOを XX する』
主
アウトプット
図 1 ホッパー図
通常， ホッパーの中にホッパーが入り，入れ子の状態
になる。このときもっとも大きなホッパーは全体システム
であり，もっとも小さなホッパーはコンポーネントと呼ば
れ， 最少単位のシステム(機能)を示すことになる。
本研究では，まずブラン ド構築の手順と，ブランド化の
要紫を， ホッパー図を用いて記述し， ブランド構築システ
ムのモデルを仮定する。
4. プランド構築の要素研究
4・1. ブランド ・ エクイティの要素
Aakerll) は，ブランド ・ エクイティの構成要素として，
ブランド ・ ロイヤリティ，ブランド認知，知覚品質，ブラ
ンド連想， その他のブランド資産の 5 つを示している。
ブランド ・ ロイヤリティは顧客がブラン ドに持つ愛着，プ
ラン ド認知は顧客のブランドに対する認識や知識，知覚品
質は顧客が他のブランドと比較して違いを感じる品質， ブ
ランド迷想はブランドに対する顧客のイメージや記憶，そ
の他のブランド資産は特許権 ・ 商標権 ・ 取引関係などであ
る。これらの要素を，ブラン ド化とその資産構築化を進め
る場合にどのような手JI慎で行うかを仮定する。
まず， rプランド認知j が必要であると考えられる。ブ
ランドにいくら優位な要素があろうとも， それを消費者に
伝えることができなければその要素はないに等 しいもの
となる。ブランド競争の土俵に上がるためにはまず，多く
の消費者に知ってもらうことが第 1 ステップになり，その
認知度はそのままブラン ドの資産的価値に繋がる。
第 2 に消費者に受けとめられている品質としての f知覚
品質J を明示する必要がある。これは機械などで計測され
るような客観品質のことではなく，実際に購入し感じた主
観的な品質のことで，客観品質よりもブランドカに影響を
及ぼす。
第 3 に 「ブランド ・ ロイヤリティ J を構築する。これは
特定ブラン ドの支持者のことであり，この水準が高いとい
うことは，多くの顧客からより強い支持を得ているといえ
る。そして， 強い支持者は他のブラン ドが安売りしていよ
うが見向きもせず，当該ブランドが品切れの時は多店舗ま
で足を運んで購入してくれるため，ブランド ・ ロイヤリテ
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ィはブランドに安定した売り上げを与えるための資産的
価値となる。
4番目は fブラン ド連想j である。これは心理学で開発
された連想ネットワーク型記憶モデ〉レをベースとしたも
ので， 消費者の記憶内に蓄積された情報や概念をノードと
して，芋づる式に商品に連想、が結びつくことである。例え
ば「コカ ・ コーラ J と聞くと「コーラ」という商品カテゴ
リー， r茶色J r赤j などの色， r飲み物J rジュースj とい
う製品属性などを連想することを指す。強く，好ましく，
ユニークな事柄との結びつきは，ブランドの資産価値を高
めることが知られている。
最後に「その他のブランド資産J として，特許権 ・ 商標
権などでブランドを守り，取引関係において，ブランドカ
を強化することが可能となる。
このように， ブランド ・ エクイティの構成要素をブラン
ド ・エクイティ構築手順として考えると， (1) rブランド
認知」システム， (2) r知覚品質J システム (3) rブ
ランド ・ ロイヤリテイ j システム (4) rブランド連想j
システム ( 5) rその他のブランド資産J システムの 5つ
を順番に処理していく システムが，ブランド構築システム
として仮定することができる。
4・2. ブランド化の要素
ケラーI幻は，ブランド化の要素として「記憶可能性j
f意味性J r選好性J r移動可能性J r適合可能性J r防衛
可能性j の 6 つをあげている。
f記憶可能性j は，ブランド要素が，どれだけたやすく
思い出され，どれだけたやすく認識されるか。
「意味性J は，ブラン ド要素をどの程度信頼でき，対応
するカテゴリーを連想させるか，ブランド名によって商品
を使用する人に安心感を与えたり，商品のタイプを示唆し
たりできるか。
f選好性J は，消費者にとってブランド要素にどれだけ
美的な訴求カがあるか， 他のブランドよりもどの点、が好ま
しいか，優れているかというイメージを与え，ブランド名
によって想、像力をかきたてることができるか。
「移動可能性j は，プランド要素が同カテゴリ ーや他の
カテゴリ ーへ新商品を発売するときに，同じブランド名を
利用できるか(例えば，コカ ・ コーラというブランドは，
コーラだけではなく様々な飲み物をそのブランド名で販
売)。
「適合可能性j は，ブランド要素が，消費者がその商品
カテゴリーに求めているものとどれくらい合致している
か，つまり消費者の需要を満たす街品を作ることができる
カミ。
f防衛可能性J は，どれだけそのブランドを保護できる
か，例えば著作権などで法的に保護できるか，容易に模倣
されないか，ということである。簡単に模倣されて閉じよ
うなブランドが乱立してしまっては，ブランドの優位性を
確立するのは難しい。
ブランドを構築するには，これら 6 つのプランド化要素
が必要であるとされている。とすると，これらの要素がブ
ランド構築システムのどこかに必ず埋め込まれなければ
ならないと言える。
5. プランド構築システムモデルの仮定
前節で示したように， ブランドは，
( 1) rブランド認知j システム
(2) r知覚品質j システム
(3) rブランド ・ ロイヤリティ j システム
(4) rブランド連想j システム
(5) rその他のブランド資産J システム
の手順で構築されるとする。
ここで，前節で示したブランド化の要素を，どのシステ
ムの中に埋め込むことが可能かを考えるために， 6つのブ
ランド化要素を，機能の表現(fOOを xxする J) で言い
直してみる。
①「記憶可能性j は， r覚えやすいブランド名を決める(倉IJ
る )J 。
② f意味性j は， r信頼感 ・ 安心感を連想、させるj。
③「選好性J は， r選ばれるだけの優位性を持たせるJ 。
④『移動可能性J は， r同じブランド名を他のカテゴリー
に使用するJ 。
⑤「適合可能性」は， rそのブランドに求められる商品レ
ベノレにするJ 。
@r防衛可能性j は， rブランド名を模倣されないように
する j。
次にこれらの機能表現が， 4つのどの、ンステムに入って
いるべきかを考える。
( 1) rブラ ンド認知j システムでは，認知してもらうこ
とはもっとも重要な目的となり，①「覚えやすいブランド
名を決める(倉IJる )J ことが必要である。
(2) r知覚品質」システム では，主観的に感じてもら
う品質が重要であり，②「信頼感 ・ 安心感を連想、させるJ ，
と購入してくれた人に③「選ばれるだけの優位性を持たせ
る J ことが必要である。
(3) rブランド ・ ロイヤリテイ j システムでは，顧客に
恒常的に購入してもらうために，
⑤「そのブランドに求められる商品レベルにするj 必要が
ある。
(4) rブランド連想J システムでは， @ r閉じブランド
名を他のカテゴリーに使用するj ことができれば，連想に
成功したといえるであろう。( 5) rその他のブランド資
産j システムでは，同じ名前の商品が存在しないように，
@rブランド名を模倣されないようにするJ ために，権利
を保有するなどの対策がある。
これらの考察結果として，ブランド構築システムモデル
を仮定し，図 2 にホッパー図で示す。
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①「覚えやすいブランド名を決める(創る) J
(1)rブランドを認知させるJ • 
~r信頼感・安心感を連想させる」
③f選Iまれるだけの優位性を持たせる」
(2) r知覚品質を認識させるJ • 
い ⑤「仰ランM…商品…;2 J
(3) rブランド・ロイヤリティを持たせるJ.
④『同じブランド名を他のカテゴリーに使用するJ
(4) rブランド連想を起こさせるJ • 
(人 ⑥『ブランド名を模倣されないようにするJ
(5) rその他のブランド資産を保有する'
全体システム: rブランドを構築するJ
図 2 プランド構築システムの仮定
6. メロンのプランド構築システムに関する考察
本項では， 先行研究の結果 ・ 考察から，メロンのブラン
ド構築の要因，その手順などに関して総合的考察を行う。
6'1. プランドメロンに関する調査研究結果
先の研究において， 北海道「夕張メロンJ，サカタのタ
ネが種子を提供している IアンデスメロンJ，そして混室
栽培の 「クラウンメロンJ の 3 つのブランドメロンに闘し
ての調査研究を行い， 3 つのブランドメロンの共通点とし
て，以下の結論を得ている
- 農家で等級を決める，農協に持ち込む，農協から仲買へ
出荷する，という流れ
・ 高価で、の販売をめざした，品質の安定化
それぞれのメロンで，考えの相違があり，共通点といえ
るのは， rなるべく高く売りたいJ という一般的な希望で
あった。
・ 外観の品質，ネットや形の美しさに重点を置く
. 品質の均一化
・ 試食会の開催
-年々メロンを栽埼している農家減少
. 新しい流通ノレー トの開拓
これらの研究結果の他，先の研究 X)で明らかとなった
ブラン ド化要因から，ブランド構築システムを考察する .
6'1. プランド構築システムモデノレとメロンブランド構
築過程の比較
先に示したブランド構築システムの仮定(図 2) と各ブ
ランドメロンの実際のブランド化への活動 ・手順を比較し，
実践的モデルへの改良を検討する。
6'1・1. ( 1 )ブランドを認知させるシステム
① 「覚えやすいブラン ド名を決める(岩IJる )J システムに
関して，
- 夕張 : 夕張市という名前が，炭鉱の閉鎖から有名に
・ アンデス:覚えやすい命名，さかたの種と各産地のプロ
モーション
・ クラウン : 英国皐室の訪問から覚えやすい名前を命名
夕張メロンは， 地域ブランド名となっている。 夕張市では
長芋の栽培も盛んだが，あまり有名ではない。メロンがブ
ランド名として認知されたのは，炭鉱閉鎖から次の産業の
発展を試みたという時期だったため，夕張という名前が憶
えやすかったからであろう 。 他の 2 つのメロンを見ると，
地域名ではないが覚えやすい名称をつけることによって
認知に成功しているといえそうである。
6・1 ・2. ( 2) r知覚品質を認識させるJ
② f信頼感 ・ 安心感を連想、させるJ システムに関して
- 夕張 : かぼちゃメロンから品種改良を重ね，甘くておい
しい果物を誕生させた。
北海道から本州へ， 産地から直送を確立させ，食べごろ
で食べられるように した。
- アンデス : 作りやすく強い種による安定した品質(安心
ですメロン=アンデスメロン)
・ クラウン : 農家が自信を持って，英国皇室の認めた高
級メロンを作るという意職
③ f選ばれるだけの優位性を持たせるJ システムに関して
. 夕張 : 今までにない赤い果肉のメロン
・ アンデス : 市場の要求に答えようと品種改良をしたり栽
培時期を早めたりするなどの工夫
お手頃な価格で，顧客の希望に合った食べ方を推奨
・ クラウン:ガラス温室栽t音による安定した品質の提供
3 つに共通して言えることは，個体による当たりはずれ
のないような品質の均一化。
6'1・3. (3) rブランド ・ ロイヤリティを持たせるj
⑤「そのブランドに求められる商品レベルにするJ システ
ムに関して
- 夕張 : 農協で決める厳重な品質基準と検査
・ アンデス : 農協による品質検査ライン
・ クラウン : 組合で行う厳重な検査
3 つに共通しているのは，外観の美しさの重視。箱や梱
包による高級感の訴求。
6'1 ・4. (4) rブランド連想を起こさせる J
@ r閉じプランド名を他のカテゴリーに使用するj システ
ムに関して
・ 夕張: rメロン熊J などのメロンを題材とした新しい街
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品，お土産品を展開。 夕張市のプロモーションにも有効(地
域ブランドとして)
・ アンデス : ブランド名が種供給企業が決めたものである
ためか，他のブランドへの展開は見られなb 、。
・ クラウン メ ロンカレー，クラウンメ ロンマラソン，な
どの展開を試みている。
6'1・5. (5) rその他のプラン ド資産を保有するJ ⑥「ブ
ランドを模倣されないようにするj システムに関して
- 夕張 : 穫の交配を秘密にし，高い防衛性を備える。 個体
一つ一つに農家 ・ 産地ラベル
・ アンデス : 良質な種の選別，栽培方法をノウハウと して
蓄積
産地偽装防止のために QR コードによる農家情報の表示
・ クラウン:穏の交配を秘密に し，高い防衛性を備える。
クラウンの名称をつけられるのは，クラウンメ ロン協会の
出荷するメロンのみ。
- 個体一つ一つに農家番号ラベノレの貼付け。
6.2. メロンのブラン ド、構築、ンステムモデルの考察
前項までの分析から，メロンのブラン ド梼築システムモ
デノレを考察する。
三つのブラン ドメロン共に，① f覚えやすいブランド名
を決める(創る) J システムがあったが，夕張は意図をも
ってブランド名を決めようとしたわけで、はなかった。 しか
し意図せずとも人々が覚えやすいプロモーションが行わ
れたことによって認知で、きたとすると ， このシステムが冒
頭に存在する必要があるといえる。
知覚品質の認識システムは，全てのメロンで実行されて
おり，特に品質の安定性と差別化(赤肉， 外観， 価格， 食
べ方など)を行っており この活動によってブランドが構
築されたと言える。
ブランドロイヤノレティの構築システムにおいても，各メ
ロンの顧客が期待する レベノレをめざした活動としては安
定した味の維持があり，その活動はそのまま模倣困難性を
追究する活動ともなっていた。
ブランド連想を起こすシステムに関しては，メロンある
いは農産物に関しては難しいものがありそうである。 例に
挙げた， 夕張のメロン熊は夕張という地域ブランドの向上
とプロモーションを狙っており，メロンのプラント名とい
うよりは地域ブランド名の連想システムと言える。 アンデ
スメロンは，種メ ーカーが付けたブランド名であり，もし
もあるとするとアンデスという名称の別の農産物が考え
られる。しかし，農家がそれを進めることは難しいので，
種メーカーの展開となるであろう 。 クラワンメロンでは，
クラウンメロンカレー，などを例に挙げたが， クラウンメ
ロンをカレーに使う，という農産物の加工品展開のーっと
いう位置づけであろう 。 このように考えると，農作物のブ
ランド連想システムを用いるには，その農産物そのものか
ら離れた農産物などに使うとお効果がありそうである。 例
えば，夕張長芋 (すでに展開中)，夕張馬鈴薯や，アンデ
ススイカ，アンデスレモン，クラウン米， クラウン茶，な
どは効果がありそうな名称、ではないだろうか。
以上の実際のメロンブラン ド構築システムと，理論的プ
ランド構築システムモデルと比較すると下記のようにま
とめられる。
A) ブラン ド認知システムが必要である。 場合によっては
ブラン ドが偶然作られる場合もあるが， 覚えやすい名前，
有名な地域の名称は着くと効果的である。 また，メロンの
場合は品質管理， 差別化がそのままブラン ドの認知にもつ
ながっており，一賞したシステムとして活動すべきである
と考えられる。そして，それらはーケティング ・ ミックス
の婆索全てに関係するため，マーケティング ・ ミックス要
素を総合的に考える必要がある。
B) ブランドロイヤルティを持たせるシステムが必要であ
り，そのブランド愛用者のレベルやブラン ド品の特徴に合
わせた策が必要であり，それは同時に模倣困難性を持つこ
とにつながっている。
C) ブランド連想を起こさせるシステムは，単一商品のブ
ランド展開の場合は必ずしも必要ではない。しかし，-.ê_
有名になったブランド名を類似の産業に展開する優位性
は高いので，地域や組合，協会の枠を超えて積緩的に検討
していくとよいと考えられる。
これらの考察から， 理論的ブラン ド、構築システムモデ、ノレ
から ， ブランド連想システムは分離して考える。 また，そ
の他のシステムに関して考察結果を反映させ， メロン(農
産物)の実践的なブランド構築システムモデノレとして図 3
のモデルを提案する。 農産物のブラン ド構築を目指す場合，
①『覚えやすいブランド名を決める (創る) J
②「信綴感・安心感を与えるだけの ③「選ばれるだけの優位性
戸質管理と外観の高品質の維持J ・差別点を持たせるJ
(1) rブランドを認知させJ. (2) r知覚品質を認議させるj
• 
⑤「そのブランドに求められる織品レベルを維持する」
穫の管理・農法のノウハウなどにより様倣因灘性も伴う
(3)rブランド・ロイヤリティを持たせるJ.
⑥『ブランド名を模倣されないようにする」
商標釜録， 組合員性， 栽培法， 取引関係
(5) rその他のブランド資産を保有するj
• 
(4): rブランド逮懇を起二させる」
同じブランド名を他のカテゴリーに使用する
図 3 農産物(メロン)ブラン ド構築システム
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対象商品に合った各マーケティング ・ システムを設計し，
進めていくことによって効率的にブランドを構築できる
と考える。
7. まとめ
本研究は，システム設計理論とブランド構築に関する先
行研究，そしてブラン ドメロンのマーケティング ・ミ ック
スとブランドに関する詳細な調査からメロンのブラン ド
化要因を明らかとし，農産物のブランド構築システムモデ
ノレを示すことを目的とした。この目的に対して ， ブランド
構築システムの仮定を行い，詳細調査結果をフィード、パッ
クし，実践的なブランド構築システムモデノレを提案するこ
とができた。また， 従来のブラン ド研究の成果を実践的に
活用するには，商品カテゴリー別の実践的取り組みが必要
であることを明示した。本研究では，これまでのプランド
研究の成果を活用し農産物ブラン ド構築のために重要な
要因を明確化し，そのシステムモデルを示すことができた。
このシステムモデノレを用いることによって，理論的・効
率的に農産物ブラン ドを構築することができる。
今後は，ブランドを活用した農産物の加工品，システム
サービスへの展開システム，つまり六次産業化、ンステムに
関 して研究をすすめ，日本における六次産業化の推進に貢
献したいと考えている。
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